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社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の

一
考
察

1
1
1
日
本
社
会
保
険
思
想
史
へ
の
覚
書
1

|

l土

カJ

き

し

社
会
保
険
と
い
う
こ
と
ば
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以

来
す
で
に
半
世
相
屯
く
を
経
過
し
て
い
ゐ
が
、
こ
ん
に
ち
な
お
、
そ
の
概

念
は
必
ら
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。

社
会
保
険
制
麗
の
母
国
た
る
ド
イ
ツ
に
お
レ
て
は
勿
論
の
ζ

と
、
わ
が

国
に
お
い
て
も
、
相
当
古
く
か
ら
、
社
会
保
険
は
社
会
政
策
の
一
環
と
し

て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
に
お
い
て
は
、
社
会
政
策
そ
の
も

の
に
対
す
る
理
解
が
積
め
て
不
十
分
で
、
調
わ
ば
、
科
学
的
社
会
政
策
論

以
前
の
段
階
に
低
迷
し
て
い
た
た
め
、
社
会
保
険

1
労
働
保
険
に
関
す
る

お
び
た
だ
し
い
労
作
が
生
産
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
本
質
的
理

解
は
は
な
は
だ
し
く
不
十
分
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

戦
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
社
会
政
策
論
争
の
過
程
に
お
い
て
、
社
会
保

険
に
関
す
る
理
論
的
究
明
が
無
視
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
質
論
争

相
会
保
険
概
念
に
つ
い
亡
の
一
考
察

与

田

柾

の
華
々
し
き
り
故
に
、
そ
れ
は
背
後
に
お
じ
ゃ
ら
れ
た
か
の
ご
と
き
践
が

あ
る
。
実
際
に
は
、
祉
会
保
険
を
社
会
政
飯
町
主
要
な
部
門
町
一
つ
と
し

て
把
握
し
て
い
た
一
部
の
論
者
は
、
社
会
政
策
と
社
会
慌
険
ー
と
の
関
連
を

7

忙
し
く
理
解
L
、
そ
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
社
会
政
策
本
質
論
を
展
開

し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
乙
と
は
、
多
く
の
論
者
に
1
1
1
論
争
の
直

接
的
な
参
加
者
に
さ
え
)
I
1、
十
分
自
覚
さ
れ
て
い
た
と
は
い
い
え
な
い
。

と
こ
る
が
、
社
会
保
険
の
本
質
を
正
し
く
把
握
し
、
こ
れ
を
整
理
し
て

お
く
こ
と
は
、
担
会
保
障
に
関
す
る
荷
問
題
を
究
明
す
る
前
提
と
し
て
、

甑
め
て
重
要
な
こ
U

乙
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
は
、
副
会
保
険

1
労
働
保
険
の
伝
統
的
概
念
を
再
確
認
し
、
社
会

保
険
概
念
に
関
す
る
誤
れ
る
見
解
を
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済

学
的
意
義
を
、
社
会
政
策
'
社
会
扶
助
・
社
会
保
障
と
の
関
連
に
お
い
て
、

把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
論
点
は
つ
ぎ
の
三
点
と
な
る
。
第
一
に
、
社
会
政
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十
四
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社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

策
。
伝
統
的
慨
念
に
お
い
て
は
、
社
ム
ロ
保
険
は
社
会
政
策
の
一
部
門
で
あ

る
と
い
う
己
主
。
第
二
、

L
か
る
に
、
生
産
力
説
的
社
会
政
策
論
な
い
し

は
大
河
内

l
託
藤
氏
的
労
働
力
保
全
論
を
以
て
し
て
は
、
す
べ
て
の
社
会

保
険
(
と
く
に
老
・
廃
保
険
)
を
社
会
政
策
と
し
て
説
明
す
る
こ
止
は
不

可
能
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
、
大
河
内
理
論
ほ
致
命
的
欠
陥
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
こ

ιは
、
い
い
か
支
る
な
ら
ば
、
社

会
政
策
の
本
質
を
、
総
資
本
の
合
理
的
配
慮
に
よ
る
労
働
力
保
全
策
、
と
し

て
で
は
な
く
、
資
本
の
価
値
収
脊
に
対
す
る
国
家
的
抑
制
緩
和
散
と
し
て

理
解
す
る
こ
土
の
正
し
さ
が
、
社
会
保
険
を
考
察
す
る
場
合
に
お
い
て
、

も
ア
と
も
明
白
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
社

会
保
険
と
社
会
政
策
と
の
固
有
の
結
び
つ
き
を
否
定
す
る
見
解
は
、
社
会

政
策
の
本
質
に
対
す
る
定
八
七
に
誤
れ
る
理
解
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
い

え
ノ
ト
」
レ
ら
。

労
働
保
険
か
ら
社
会
保
険
へ

ー
労
働
保
険
か
ら
社
会
保
険
ヘ

近
代
的
社
会
保
険
の
歴
史
は
、
前
世
紀
入

0
年
代
町
ド
イ
ツ
に
お
け
る

一
連
の
社
会
保
険
立
法
の
制
定
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
諸
保
険
は
、
当
時
「
労
働
者
保
険
」
(
〉

5
2百
司
耳
E

nE司
EM白
)
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
た
。

大
林
良
一
氏
に
よ
れ
ば
、
社
会
保
険
と
い
う
用
語
が
初
め
て
用
い
ら
れ

允
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
で
あ
る
。
ず
な
わ
ち
、
一
九

0
0年
に
は

筋
入
十
四
巻

六

第
一
号

ノ、

ア
モ
ン
の
「
ヨ

l
H
ッ
パ
に
お
け
る
社
会
保
険
』
(
日
出
m
E。♂

h
E

Q
Z号
、
室
町
E
E
-
-
Q
h
2
主
同
記
号
、
る
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の

用
例
は
こ
れ
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
一
八
八
九
年
パ
リ
戸
、
開
催
さ
れ
た
国

際
労
働
保
険
会
議
に
は
「
社
会
保
険
に
関
す
る
常
置
委
員
会
」

2
5志

宮
口
器
ロ
∞
己
E
Z
H
B
E
E
-
巳
戸
円
自
問
芯

ω
骨
ω
p
n
n
E
O旦
ω
E
E
可釦
I

AE巳
旦
品
。
凶
器
E
B
E
S
E
E
m
-ぬ
る
が
設
置
さ
れ
亡
い
る
主
の
こ
と

水

で
あ
る
。

第
一
次
大
戦
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
実
際
界
で
は
「
独
乙
国
保

険
」
、
学
界
で
は
「
労
働
者
保
険
」
な
る
用
語
が
支
配
的
で
あ
っ
た

u

し

か
し
、
大
戦
前
に
お
い
て
も
、
国
際
的
な
影
響
や
社
会
政
策
学
会
結
成
の

影
響
を
う
け
亡
、
「
社
会
的
保
険
」

3
O
N
E
-
0
4
0
日
正
百
円
E
m〉
な
る

用
語
が
漸
次
周
い
ら
れ
は
じ
め
、
一
九
-
五
年
に
は
ツ
ア

l
y
の
『
ド
イ

ツ
社
会
保
険
の
成
果
』

(
N
品
P
ヨ
込
書
同
号
、
号
邑
R
F
2
白
S
E
a
l

君
、
回
忌
毛
主
唱
〉
が
公
刊
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
第
一
次
大
戦

*
*
 

後
は
も
は
や
労
働
保
険
た
る
語
を
用
い
る
も
の
は
な
く
な
っ
た
。

*
大
枠
良
一
一
帯
「
社
会
保
険
」
〈
一
九
五
二
年
〉
一
一
頁

Q

*
*
同
右
一
三
一
頁
。

英
国
に
お
い
て
は
、
社
会
政
策
と
い
う
用
語
が
殆
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い

の
と
同
様
に
、
社
会
保
険
な
る
こ
と
ば
も
ま
れ
に
し
か
用
い
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
両
大
戦
聞
に
「
剖
会
保
険
」
な
る
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
著
作
は
、

I

L
・コ

l

へ
γ、

P
・コ

1
ヘ
ン
、
ゴ
ル
ド
ン
等
の
も
の
が
数
冊

公
刊
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。



わ
が
国
で
は
、
す
で
に
一
八
八
一
年
(
明
治
一
四
年
)
に
、
ド
イ
ツ
社

会
保
険
に
関
す
る
カ
イ
ザ
ー
の
詔
勅
が
伝
え
ら
れ
、
明
治
二

0
年
代
に
な

キ

る
と
労
働
保
険
の
内
容
が
、
や
や
具
体
的
に
研
究
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ

の
後
、
一
八
九
八
年
(
明
治
三
一
)
に
は
、
わ
が
国
最
初
の
社
会
保
険
立

*
本

法
と
し
て
「
職
工
疾
病
保
険
法
案
」
が
立
案
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
保
険

水

年

*

に
関
す
る
最
初
の
単
行
本
た
る
「
労
働
保
険
論
』
(
上
村
耕
作
著
)
が
公

刊
さ
れ
た
の
は
一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
年
)
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

キネ山市山市

桑
田
熊
蔵
氏
の
「
工
場
法
、
と
労
働
保
険
』
(
一
九
O
九
年
)
、
森
弘
元
氏
の

『
労
働
保
険
諭
』
(
一
九
一
一
年
)
、
社
会
政
策
学
会
編
集
に
か
か
る
「
労

働
保
険
』
(
一
九
二
Z
T
)

な
ど
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。

学
近
藤
文
ニ
著
「
社
会
保
険
入
門
」
〈
一
九
四
一
ニ
年
V

七
O
頁。

士

市

岡

右

缶

四

頁

。

主
主
命
小
島
砂
人
若
「
社
会
保
険
の
発
達
〈
一
九
四
三
年
V

一
五

C
頁。

但
し
平
田
氏
に
よ
れ
ば
、
「
労
働
者
強
制
保
険
」
な
る
書
物
が
、
一

八
九
九
年
(
明
治
一
三
一
年
〉
に
窪
田
神
太
郎
氏
に
よ
っ
ヤ
発
表
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
お
(
平
旧
富
太
郎
著
「
社
会
保
障
研
究
」

ハ
一
九
五
昔
年
〉
二
三

E
Y

ホ
*
*
水
桑
田
氏
の
と
の
著
作
に
対
し
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
学
問
的
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
わ
が

国
に
お
い
て
は
、
当
時
は
、
も
っ
ぱ
ら
労
働
保
険
な
る
問
語
が
用
い
ら
れ

て
お
り
、
翻
訳
も
の
を
別
と
す
れ
ば
、
す
で
に
一
九
一
六
年
(
大
正
五
年
〕

社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
案

に
は
堀
川
美
哉
氏
の
『
社
会
保
険
諭
』
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

一
九
二
三
年
(
大
正
二
一
年
)
公
刊
の
杉
琢
麿
氏
の
著
作
が
『
労
働
保
険

諭
』
と
題
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
社
会
保
険
な
る
語
が
、

一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
末
期
以
後
の
こ
〉
」
で

キ

あ
り
、
昭
和
期
に
入
る
と
「
労
働
保
険
」
な
る
タ
イ
ト
ル
を
府
し
た
単
行

本
は
殆
ん
と
見
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。

ホ
こ
の
間
の
事
情
を
端
的
に
物
語
る
も
り
と
し
て
諜
荘
三
郎
氏
の
著

作
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

6

同
氏
は
一
九
二
年
(
大
正
一
。

年
)
に
六
耐
の
論
文
か
ら
な
る
寸
労
働
保
険
研
究
』
を
公
刊
し
て
お

ら
れ
る
が
、
三
年
後
の
一
九
二
四
年
に
は
、
そ
の
う
ち
の
四
つ
り
論

文
を
含
む
入
編
。
論
文
を
、
「
社
会
保
険
研
究
』
な
る
タ
イ
ト
ル
の

も
と
に
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。

E

剖
会
政
策
と
労
働
保
険

前
述
の
ご
と
く
、
わ
が
国
で
は
、
明
治
末
期
頃
か
ら
労
働
保
険
に
関
す

る
著
刊
が
出
現
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
が
、
当
Z
昨
の
論
者
た
ち
は
、
労
働

保
険
と
社
会
政
策
と
の
関
連
を
E
り
よ
う
に
捉
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

上
村
耕
作
氏
は
、
「
生
産
機
関
の
要
素
に
し
て
、
物
質
的
進
歩
白
源
来

左
も
い
う
べ
き
、
労
働
者
の
状
態
を
改
善
し
て
、
彼
等
に
経
済
的
観
念
を

啓
発
し
、
教
化
を
普
及
し
、
貧
困
を
未
然
に
防
止
し
、
以
て
社
会
の
安
寧
、

水

秩
序
、
辛
福
を
増
進
せ
し
む
る
は
、
目
下
の
急
務
」
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
、
生
産
力
説
的
社
会
政
策
論
の
極
め
て
素
朴

な
先
行
的
思
想
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
上
村
氏
自
か
ら
「
吾
人

第
八
十
四
巻

七

第

号

七



司
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

は
、
保
険
を
、
被
保
険
者
方
面
よ
り
観
察
し
て
、
生
産
的
行
動
な
り
と
言

ネ

わ
ん
止
す
」
主
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
労
働
保
険
が

労
働
者
の
「
損
害
を
填
補
」
す
る
こ
k
に
よ
っ
て
資
本
家
の
「
生
産
的
行

動
を
容
品
な
ら
し
む
る
」
点
よ
り
も
む
し
ろ
、
そ
れ
が
「
資
本
を
形

成
し
て
生
産
行
動
を
容
易
な
ら
し
む
る
」
点
に
田
点
が
お
か
れ
て
は
い
る

ふ

μ

し
仁
村
耕
作
若
『
労
働
保
険
論
』
〈
一
九
心
六
年
〉
一
耳
、

用
者
。

木

本

同

傍
点
引

* 

右

一

O
E。

か
か
る
思
想
は
、
森
弘
元
氏
の
場
合
に
も
み
う
け
ら
れ
る
。
氏
は
、

「
労
働
保
険
の
一
般
社
会
に
及
ぼ
す
利
益
」
を
論
ず
る
に
当
り
、
「
労
働

者
の
危
険
恐
怖
の
念
と
後
顧
の
思
を
除
去
す
る
こ
と
(
労
働
保
険
を
制
定

す
ゐ
こ
と
|
|
引
問
者
)
は
工
業
の
進
歩
発
達
上
最
も
須
要
な
る
も
の
な

り
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
労
働
保
険
は
「
労
働
力
を
増
加
し
冒
険
の
企
業

*
 

を
実
行
せ
し
む
る
に
有
効
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。*

*
 

森
氏
は
、
労
働
保
険
を
社
会
政
策
の
一
部
門
と
み
な

L
、
そ
の
対
象
を

占
平
和
今

賃
金
労
働
者
の
み
に
限
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ

の
実
際
界
な

ιぴ
に
学
界
の
影
秤
を
強
く
う
け
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

森
氏
が
社
会
政
策
を
如
何
な
る
も
の
と
し
て
理
解
し
て
台
ら
れ
た
か
は
明

確
で
は
な
い
が
、
わ
が
固
で
労
働
保
険
論
が
阜
、
阜
、
本
格
的
に
論
究
さ
れ
は

じ
め
た
当
時
、
す
で
に
、
そ
れ
が
社
会
政
策
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
理
解
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
八
十
同
巻

第

4号

ノ一、

ノ¥

和
弘
元
若
「
労
働
保
険
前
」
二
一
一
見
。

*
*
悶
右
、
精
言
お
よ
び
七
、
二
ニ
頁
。

*
*
*
同
右
、
三
頁
。

刻ド唱
と
こ
ろ
で
、
森
氏
の
著
作
に
は
、
多
く
の
興
味
あ
る
理
論
的
諸
問
題
が

合
ま
れ
て
い
る
の
で
、
と
こ
で
、
や
や
詳
細
な
椅
討
を
加
え
て
お
く
己
主

と
し
よ
う
。

労
働
者
保
護
H
H
救
済
は
「
刻
下
の
需
要
な
る
社
会
問
題
L

が
あ
る
が
、

そ
の
救
済
の
方
法
と
し
て
は
次
の
四
つ
の
方
策
が
考
え
ら
れ
る
。

ω労
働

者
個
人
の
任
意
的
自
助
法
、

ω強
制
服
金
法
、

ω工
場
主
の
慈
善
的
救
措

法
、
凶
「
保
険
の
理
論
を
応
却
し
て
粕
殊
の
保
険
制
度
を
設
け
」
る
方
法
。

そ
し
て
こ
の
鵠
凹
の
方
法
が
労
働
保
険
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

労
働
保
険
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
成
立
の
要
件
も
ま
た
、
通
常
保

険
に
関
す
る
一
般
的
原
則
を
以
っ
て
律
す
る
こ
と
を
得
る
べ
か
ら
ぎ
る
も

の
」
が
あ
る

r
?と
を
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
成
立
要
件
と
し
て
掲

米
米

げ
ら
れ
た
四
条
件
を
み
る
と
、
そ
れ
は
通
常
保
険
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

従
っ
て
森
氏
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
救
山

O
E的
を
も
ち
労
働
者
を
被
保
険

唱
と
す
る
点
に
お
い
て
、
労
働
眠
険
は
通
常
保
険
か
ら
区
別
さ
れ
る
の
み

で
あ
り
、
両
者
の
聞
に
質
的
差
県
は
存
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
イ
ギ
り
ス
友
愛

l
共
済
組
合
が
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
ご
挫

の
保
険
と
同
慌
に
労
働
保
険
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
に
も
あ
ら
わ
れ

*
占
不
本

て
い
る
。
た
だ
、
前
者
は
任
意
的
労
働
保
険
と
し
て
後
者
の
強
制
的
労
働

保
険
と
区
別
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
任
志
的
か
強
制
的
か



は
単
に
技
術
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
何
れ
を
採
用
す
る
か
は
「
保
険

の
種
類
、
そ
の
困
の
文
化
の
程
度
、
そ
の
国
民
の
気
風
等
を
参
酌
し
て
」

*氷水木

決
定
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

*
高
著
、
前
掲
辺
、
主
四
六
二
頁
。

*

ネ

同

右

八

頁

。

士
市
*
同
省
二
六
頁
。

キ
水
木
本
同
右
九
二
瓦
。

ー
か
し
、
保
険
費
用
負
担
の
問
題
に
お
い
て
は
、
若
干
異
っ
た
視
点
か

ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
保
険
の
純
理
よ
り
い
え
ば
」
、
労
働

者
が
保
険
費
用
全
額
を
支
弁
す
べ
き
で
あ
る
が
、
「
労
働
保
険
は
普
通
保

険
に
比
し
て
莫
大
な
る
経
費
を
要
す
石
が
故
に
、
被
保
険
者
よ
り
醸
出
す

る
保
険
料
の
み
を
以
て
保
険
を
経
営
せ
ん
と
欲
せ
ば
比
較
的
高
率
。
保
険

料
を
徴
収
」
せ
ね
ば
な
ら
向
。
そ
の
た
め
「
労
働
保
険
に
お
い
て
は
保
険

の
費
用
を
労
働
者
工
業
主
担
よ
び
国
家
が
共
同
に
分
担
す
る
の
傾
向
を
呈

キ

ず
る
に
至
」
っ
た
と
。

*
蔀
者
、
前
掲
苫
、
九
八
頁
。

と
こ
で
は
費
用
負
担
の
問
題
が
、
技
術
的
問
題
と
し
て
取
段
わ
れ
て
い

る
土
う
な
印
象
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
き
の
引
用
文
に
続
い
て
、

資
木
家
と
労
働
者
と
の
地
併
が
、
形
式
的

1
法
律
上
は
平
等
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
対
等
で
な
い
点
を
指
摘
し
つ
つ
つ
ぎ
の
如
く

述
べ
ら
れ
る
の
を
読
む
左
、
労
働
保
険
の
本
質
理
解
へ
一
歩
前
進
し
て
お

ら
れ
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
ロ
「
資
本
家
が
労
働
者
を
圧
服
し
て

社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

れ り L 義、しか
ゐな木明のむ務、主こち
。〉おー I曜ちるあ、が得

、 桝 な に の る 、 っ た
国費 11苦み誠も、てる
家ーをるに町、か所
負削もま口そなかの
担習っくのりる利
に で1て、当 u 不、益
関 あかをこ当、の
L ゴらか得れ罪I1、部
て U わるた資 f号、分
は。れ思るオてはは
、lる想も家よい
二二ロはのをらわ
っ司 、とし L ゆ

伊言て〈る
観 t培空 藤わ保当、不
，~品 万ざ険該、当
hふ、引 太る費労、利
ら f川け 郎ベ用働、得
そ者 民かのよ潟詰、士什F 

の にら一に、る
必 おずホ部 i返星、も
些 い己を孟I心、の
を て負す、な
み、担
ら よせき、。

拍
車
一
に
「
社
会
政
策
上
の
理
由
」
。
「
労
働
保
険
は
社
会
政
策
上
の
理
由

よ
り
案
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
社
会
改
良
の
方
策
と
し
て
最
も
有
効

な
る
事
業
」
で
あ
る
が
、
「
元
来
凶
家
は
社
会
政
策
上
社
会
改
良
む
た
め

に
最
も
緊
要
な
る
事
業
に
対
し
て
は
財
政
白
許
す
限
り
相
当
の
費
用
乞
支

本

山
す
べ
き
当
然
の
義
務
」
を
有
し
て
い
る
。

第
二
に
財
政
上
の
理
由
。
一
方
に
お
い
て
、
労
働
保
険
は
労
働
者
階
級

が
偶
然
の
災
厄
の
た
め
に
貧
民
に
お
ち
い
る
こ
と
を
予
防
す
る
設
備
で
あ

り
、
他
方
に
お
い
て
貧
民
救
助
は
凶
家
の
義
務
で
あ
る
。
し
た
が
勺
て
、

労
働
保
険
の
実
施
に
よ
り
貧
民
数
が
減
少
す
れ
ば
同
家
は
貧
民
扶
助
の
費

用
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
、
前
者
に
対
す
る
出
費
は
後
者
に
対
す
る
費

用
の
減
少
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
労
働
保
険
の
費
用
を

*
*
 

国
家
が
支
出
す
る
白
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
匂

後
に
ふ
れ
る
如
く
、
わ
れ
わ
れ
は
、
国
家
の
費
用
負
担
の
有
無
は
社
会

第
八
十
回
世

7T 

第
一
号

九



社
会
侃
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

保
険
(
労
働
保
険
)
の
本
質
と
は
直
接
関
係
な
き
も
の
し
乙
考
え
る
の
で
あ

る
が
、
社
会
保
険
費
用
の
国
家
負
担
に
関
す
る
森
氏
の
考
察
は
鋭
い
も
の

と
い
い
う
る
。
と
い
う
の
は
、
社
会
事
業

l
公
的
扶
助
の
「
社
会
保
険
」

的
救
済
制
度
に
よ
る
代
替
の
一
可
能
性
を
暗
示
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

〈
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
、
わ
が
国
の
国
民
健
康
保
険
に
前
及
ず
る
場
合

に
触
れ
る
予
定
で
あ
る
)
。

*
高
著
、
前
掲
書
、
一
ハ
〕
二
頁
o

z
同
右
一
心
一
…
一
!
l
六
頁
。

さ
て
、
一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
年
一
一
末
に
「
労
働
保
険
」
な
る
共
通

論
題
の
も
と
に
聞
か
れ
た
第
五
回
社
会
政
策
学
会
は
、
当
時
の
一
流
の
社

会
科
学
者
を
ほ
と
ん
ど
網
羅
し
、
そ
の
顔
ぶ
れ
は
、
ま
さ
し
く
の
命
日
。

占不

同

M
H
Z
H
M
匂司】
m
E
O
E
に
ふ
き
わ
し
い
も
り
で
あ
っ
た
が
、
討
論
の
主
要
論

点
は
、
労
働
保
険
の
強
制
の
可
否
、
時
期
尚
早
か
否
か
、
公
営
か
民
営
か

*
占
不

の
三
点
に
集
中
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
が
、
労
働
保

*ホネ

険
の
本
質
理
解
と
の
関
連
に
お
い
て
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
単
な
る
技

術
的
問
問
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
、
こ
の
教
授
会
議
が
、
前
記
森

弘
一
古
氏
単
独
の
理
論
的
水
準
に
其
は
ざ
る
点
が
あ
る
。

ホ
社
会
政
措
学
会
編
「
労
働
保
険
』
〈
一
九
一
一
一
年
V

二
頁
。

氷
水
干
国
民
は
、
こ
の
第
五
回
大
会
の
主
要
論
点
は
、
前
ニ
者
で
あ

っ
た
と
評
価
し
て
お
ら
れ
る
が
、
公
営
に
す
べ
き
か
私
営
に
す
べ
き

か
の
問
題
に
対
し
て
も
か
な
り
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
う
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
平
田
氏
は
、
前
三
者
に
つ
い
て

第
八
十
四
巻

第

号

O 

。

の
簡
潔
に
し
て
一
事
を
得
た
紹
介
を
な
し
て
お
ら
れ
る
(
平
日
著
、
前

掲
『
社
会
保
障
研
究
』
一
一
一
凶
一
二
二
頁
)
。

強
制
か
否
か
が
第
一
の
主
要
請
点
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
そ
の
も

の
む
な
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
当
時
に
お
け
る
社
会
保
険
H
U
労
働
保

険
理
解
心
不
十
分
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

*
根
本
社
会
政
箭
学
会
の
討
論
が
、
当
時
実
施
を
目
前
に
枠
え
て
い
た

工
場
法
に
刺
戟
さ
れ
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
う
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
討
論
に
お
い
て
、
社
会
保
険
が
工
場
法
と
の
関
連

に
お
い
て

1

1た
と
え
技
術
的
問
題
と
し
て
で
あ
れ

i
!と
り
あ
げ

ら
れ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
関
連
が
、

は
じ
め
て
科
学
的
介
析
の
対
象
と
な
っ
た
り
は
、
大
何
内
氏
自
「
労

働
保
護
立
法
の
理
論
に
就
て
」
(
一
九
三
三
年
〉
に
お
い
て
で
あ
る

(
大
河
内
一
男
著
『
社
会
政
策
の
基
本
問
題
』
〈
九
四

O
年
〉
所

収)。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
技
術
論
的
傾
向
の
強
い
討
論
の
な
か
に
あ
っ
て
、
保

険
実
務
家
伊
藤
万
太
郎
氏
(
農
商
務
省
技
師
)
の
所
論
は
、
断
然
異
彩
を

放
っ
て
い
る
。
氏
は
、
意
識
的
に
労
働
保
険
の
理
論
的
解
明
を
企
て
て
お

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
常
的
経
済
生
活
の
卑
俗
な
事
例
を

援
用
し
つ
つ
、
労
働
者
の
事
故
に
対
す
る
補
償
白
方
法
と
し
て
の
、
労
働

保
険
の
有
用
性
を
説
か
れ
る
伊
藤
氏
の
前
述
の
な
か
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、

卓
絶
せ
る
理
論
が
内
在
し
て
い
る
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

氏
は
「
現
今
日
本
に
お
き
ま
し
て
は
労
働
者
は
正
当
な
る
労
働
に
対
す



る
報
酬
の
僅
か
に
一
部
分
の
み
を
受
け
つ
つ
あ
っ
て
後
の
部
分
は
受
け
て

*
 

い
な
し
γ

の
で
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
船
舶
を
も
っ
て
い
る
者
が
船
を
人

に
貸
し
て
そ
の
賃
貸
料
を
主
る
場
合
、
借
主
は
「
そ
の
所
有
の
投
資
に
対

す
る
報
酬
」
の
仕
か
に
、
「
船
舶
の
破
損
滅
失
に
帰
す
る
所
の
賠
償
金

あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
船
が
難
船
に
逢
v

て
本
元
が
無
く
な
る
、
そ
う
い

う
よ
う
な
危
険
に
対
す
る
所
の
危
険
料
右
も
」
払
う
べ
き
で
あ
る
、
と
い

う
例
を
援
用
し
つ
つ
、
「
丁
度
労
働
者
が
労
働
す
る
時
に
お
き
ま
し
て
も

労
働
者
が
日
々
の
費
用
、
衣
食
住
娯
楽
に
供
す
る
費
用
、
そ
の
他
す
べ
て

の
生
活
費
費
を
受
け
と
る
の
み
な
ら
ず
、
な
お
そ
の
労
働
者
が
将
来
疾
病

に
か
か
り
も
し
く
は
老
衰
L
死
亡
し
て
迅
族
を
扶
助
す
る
責
任
、
寸
な
わ

ち
こ
れ
ら
の
将
来
に
対
す
る
吾
種
の
準
備
に
要
す
る
と
こ
ゐ
の
費
用
を
も

勿
論
賠
償
を
受
く
べ
き
筈
の
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
労
働
者
は
僅
か

に
そ
の
賃
銀
の
一
部
」
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
レ
。
「
つ
ま
り
労
働
者
の

疾
病
傷
害
も
し
く
は
老
療
に
対
す
る
将
来
の
討
に
要
す
る
費
用
と
い
う

も
の
は
、
ど
う
し
て
も
資
本
家
が
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
。
そ
し
て
こ

の
資
本
の
負
担
部
分
は
、
「
そ
の
資
本
家
が
こ
れ
ら
の
費
用
を
前
以
て
貯

蓄
し
て
お
い
て
そ
の
労
働
者
を
救
え
ば
よ
ろ
し
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

私
の
考
え
ま

F
の
は
、
保
険
に
よ
る
と
い
う
こ
と
が
一
番
良
策
で
あ

占

不

*

る
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
に
、
素
朴
で
は
あ
る
が
、
労
働
保
険
の
本
質
に
対

す
る
極
め
て
鋭
い
型
解
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

伊
藤
氏
の
所
前
は
、
つ
ぎ
の
如
き
わ
れ
わ
れ
の
こ
と
ば
で
い
レ
買
す
こ

社
会
保
険
概
意
に
つ
い
て
の
一
考
察

と
で
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

労
働
力
の
柿
値
は
、
「
労
働
者
の
日
々
の
費
用
、
衣
食
性
娯
楽
に
供

す
る
費
用
、
そ
の
他
す
べ
て
の
生
活
費
の
み
な
ら
ず
、
な
お
そ
の

労
働
者
が
将
来
疾
病
に
か
か
り
も
し
く
は
老
衰
し
死
亡
し
て
遺
族
を
扶

養
す
る
費
用
」
を
も
含
む
も
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
現
実
に
は
、

労
働
者
は
、
と
の
価
値
の
一
部
分
し
か
賃
企
と
し
て
受
取
っ
て
は
い
な

い
。
乙
の
よ
う
に
、
労
働
者
が
当
面
の
ギ
り
ギ
リ
の
生
存
費
に
相
当
す

る
部
分
〈
な
い
し
は
さ
ら
に
そ
の
一
部
)
し
か
賃
金
と
し
て
受
取
っ
て

い
な
い
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
疾
病
そ
の
他
の
事
故
が
生
じ
た
之
き
は
、

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
資
本
家
が
そ

の
費
川
を
支
給
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、
労
働
保
険
を
用
い
て
、

こ
の
事
故
期
間
中
の
生
活
維
持
を
は
か
る
の
が
最
も
よ
い
方
法
で
あ
る
、

Lι

。
す
で
に
明
ら
か
な
如
く
、
こ
こ
に
は
、
労
働
者
階
級
の
絶
対
的
窮
之
化

〈
労
働
克
の
価
値
と
賃
金
と
庁
靖
離
)
に
対
す
る
直
観
的
認
識
の
上
に
立

っ
て
、
労
働
保
険
に
よ
る
給
付
は
、
労
働
力
の
価
値
の
一
部
で
あ
る
と
の

卓
越
し
た
思
認
が
展
開
さ
れ
て
レ
る
。

社
会
政
策
の
主
要
部
円
で
あ
る
労
働
保
険

l
社
会
保
険
に
つ
い
て
.
す

で
に
明
治
期
に
お
い
て
、
か
く
も
明
確
な
考
察
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
驚
異
に
値
い
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
伊
藤
氏
の
思
想
は
、
そ
の
後
、

社
会
政
策
学
者
に
よ
っ
て
は
、
全
く
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
半
世
紀
近

く
の
あ
い
だ
埋
も
れ
た
ま
ま
に
放
置
さ
れ
、
そ
れ
が
本
格
的
に
社
会
政
策

第
八
十
四
巻

第

勺



社
会
保
険
慨
急
に
つ
い
て
の
一
考
察

論
に
お
い
て
継
承

1
発
展
さ
れ
る
の
は
、
山
市
本
英
太
郎
氏
の
諸
労
作
を
ま

ホ

た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

r
の
こ
と
は
、
必
ず
し
点
、
岸
本
氏
が
、
直
接

的
に
伊
藤
氏
の
思
想
的
影
響
を
受
け
ら
れ
た
と
い
号
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
政
策
を
価
値
視
点
か
ら

1
1労
働
力
の
価

値
と
の
関
連
に
甘
い
て

l
l把
握
し
、
そ
の
本
質
を
、
資
本
町
価
値
収
奪

に
対
す
る
国
家
的
抑
制
緩
和
筑
と
規
定
さ
れ
た
岸
本
氏
は
、
こ
の
意
味
に

お
い
て
伊
藤
氏
自
思
想
的
後
継
者
と
称
ぶ
こ
を
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
勿

論
、
戦
後
に
お
け
る
経
済
学
・
政
治
学
の
豊
か
な
成
岡
市
白
土
に
立
っ
て
、

社
会
政
策
論
を
体
系
的
に
展
開
さ
れ
た
岸
本
氏
。
理
論
の
倖
梓
に
較
ぶ
れ

は
、
伊
藤
氏
の
理
論
は
ま
さ
に
暁
の
星
町
如
き
も
の
で
あ
る
。

な
に
よ
り
も
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
伊
藤
氏
が
自
己
の
展
開
す
る
労
働
保

険
諭
の
理
論
的
重
要
き
を
意
識
し
て
お
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
を
、
労
働
保
険
を
含
め
た
社
会
政
策
そ
の
も
の
に
敷
伯
し
よ
う

と
さ
れ
な
か
っ
た
と
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
却
の
伊
藤
氏
に
か
か
る

要
求
を
提
出
す
る
こ
と
自
体
が
無
理
な
相
談
で
あ
ろ
う
ロ

米
「
労
働
活
動
の
中
断
H
H
事
故
が
社
会
的
に
一
定
の
標
準
的
な
姐
度

を
も
っ
て
現
わ
れ
る
限
り
、
そ
の
補
償
の
た
め
の
最
低
費
用
は
、
労

働
力
の
価
値
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
だ
之
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
資
本
は
剰
余
労
働
に
対
す
る
盲
目
的
慾
求
に

よ
っ
て
、
こ
れ
を
支
払
う
己
と
な
く
、
労
働
力
。
価
値
を
収
奪
す
る

の
で
あ
る
。
社
会
保
険
は
、
こ
の
資
本
に
よ
る
労
働
力
価
値
目
収
奪

に
対
す
る
一
つ
り
緩
和
で
あ
る
」
(
岸
本
英
太
郎
著
『
社
会
政
競
論

第
八
十
四
巻
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勺

の
恨
本
問
題
」
〈
一
九
五

O
年
〉
同
心
二
頁
)

E

社
会
政
筑
と
計
会
保
険

理
一
節
で
検
討
し
た
如
く
、
明
治
末
期
の
諸
学
者
が

l

労
働
保
険
」
な

る
詰
で
理
解
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
そ
の
内
絡
が
擁
め
て
漠
然
主
し
て

お
り
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
社
会
保
険
k
呼
ぶ
も
の
と
は
か
な
り
具
っ
て
い

ホる
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
こ
に
労
働
保

険

1
社
会
保
険
の
正
し
い
把
握
の
荊
芽
を
散
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
彼
ら

が
、
労
働
保
険
を
社
会
政
策
の
一
部
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
k
は
、
十
分

注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

キ
な
お
、
大
林
著
、
前
掲
寸
社
会
保
険
」
一

(U
頁
参
照
。

以
上
の
こ
と
は
、
労
働
保
険
が
社
会
保
険
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
も
大
体
同
様
で
あ
る
。

わ
が
国
で
最
初
に
『
社
会
保
険
論
γ

』
な
る
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
単
行
本

と
作
定
さ
れ
る
細
川
美
哉
氏
の
著
書
は
、
労
働
保
険
か
ら
社
会
保
険
へ
の

呼
称
変
更
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
「
労
働
保
険
は
単
に
一

定
の
職
業
に
従
事
せ
る
労
働
者
の
た
め
に
、
相
互
的
救
済
の
突
を
挙
げ
し

め
ん
と
す
る
に
あ
り
と
臨
も
、
今
日
の
社
会
に
お
い
て
は
:
:
さ
ら
に
不

幸
な
る
制
民
あ
り
。
社
会
政
策
は
下
層
細
長
の
た
め
に
組
識
的
救
済
策
を

講
究
寸
る
も
の
に
し
て
、
社
会
保
険
は
現
今
の
社
会
組
織
の
下
に
お
い
て

は
、
労
働
者
な
ら
び
に
細
民
救
済
に
関
す
る
社
会
政
策
中
最
も
程
健
に
し

ホ

て
成
熟
せ
る
も
の
な
り
。
」
と
。

し
か
し
、
同
書
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
内
脅
は
、
従
来
、
労
働
保
険
で
取



扱
わ
れ
た
も
の
と
全
く
同
一
で
あ
り
、
姻
川
尽
自
身
、
社
会
保
険
は
「
そ

の
本
来
の
主
義
に
お
い
て
は
労
働
保
険
と
異
る
と
こ
ろ
な
い
J

と
明
言

し
て
お
ら
れ
る
。

*
堀
川
美
故
事
寸
社
会
保
険
諭
』
〈
一
九
一
六
年
〉
一
頁
。

*

ホ

同

右

二

頁

。

大
正
期
を
通
じ
て
、
社
会
保
険
概
念
把
握
の
上
忙
大
き
な
前
進
は
殆
ん

ど
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
と
こ
で
は
、
合
枝
一
二
郎
氏
が
、
社
会
保
険
む
対

象
を
小
工
業
者
を
告
む
少
額
所
得
者
に
求
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
「
少
額
所

得
者
の
福
利
増
進
の
た
め
、
換
言
す
れ
ば
社
会
政
策
の
目
的
の
た
め
に
行

わ
る
る
各
種
の
施
設
に
お
い
て
、
問
題
の
中
心
と
な
る
も
の
は
労
働
者
又

は
労
働
者
階
般
で
あ
る
。
故
に
牡
会
保
険
に
関
し
て
も
、
そ
の
中
心
と
な

る
所
の
も
り
は
同
じ
く
労
働
者
又
は
労
働
者
階
級
で
あ
ち
」
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。

*
諜
壮
三
郎
著
「
社
会
保
険
研
究
』
〈
一
九
二
四
年
V

二
=
一
頁
。

×

×

×

 

と
れ
玄
で
の
検
討
。
結
果
到
達
し
た
要
点
を
整
理
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
如

く
な
る
。
第
一
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
が
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、

労
働
保
険
が
社
会
政
策
の
一
部
円
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

論
者
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
a

あ
る
論
者
は
、
労
働
保
険
が
社
会
政

策
の
一
部
門
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
刀
説
し
、
ま
た
他
の
論
者
は
こ
れ

を
当
然
の
前
提
と
し
て
論
議
を
す
す
め
亡
い
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
を

疑
う
も
の
は
全
く
み
あ
た
ら
な
い
。

社
会
時
険
慨
AZ
に
つ
い
て
の
一
考
察

第
二
に
、
社
会
保
険
は
労
働
保
険
の
別
名
1
1役
者
は
前
者
の
い
わ
ば

幼
名

l
ー
で
あ
る
。
同
一
白
制
度
が
、
は
じ
め
は
労
働
保
険
の
名
で
、
の

ふ
り
に
は
社
会
保
険
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
堀
川

氏
の
如
く
、
名
称
変
更
の
背
後
に
対
象
の
拡
大
(
労
働
者
階
級
か
ら
独
立

自
営
業
者
や
下
屑
細
民
を
含
む
国
民
大
衆
へ
)
が
存
す
る
こ
ー
と
を
主
張
す

る
論
者
で
さ
え
も
、
社
会
保
険
の
本
質
は
「
労
働
保
険
〔
り
本
質
〕
と
異

な
る
と
こ
ろ
な
し
」
と
断
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
三
段
論
法
的
に
い
え
ば
、
社
会
保
険
も
ま
た
社
会
政
策

の
一
部
門
で
あ
る
主
の
命
題
が
成
立
し
、
か
く
て
.
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会

保
険
が
社
会
政
策
の
一
形
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
か
か
る
論
証
の
み
を
以
て
し
て
は
、
社
会
保
険
と
社

会
政
策
と
の
結
び
つ
き
を
否
定
す
る
論
者
砂
、
説
得
す
る
こ
と
は
恐
ら
く

困
難
で
あ
る
う
。
と
い
う
の
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
前
述
の
第

一
・
第
二
の
命
題
は
、
い
ず
れ
も
科
学
的
社
会
政
策
論
確
立
以
J

引
に
生
れ

た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
保
険
と
社
会
政
策
と
の
固

有
の
結
び
つ
き
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
積
極
的
に
社
会
政
策
論
を
展
開

し
、
そ
の
本
質
と
の
関
連
に
お
い
て
社
会
保
険
心
意
義
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
る
。

社
会
政
策
L

仁
社
会
保
険

|
|
大
河
内
理
論
と
社
会
保
険
|
|

水

社
会
政
策
を
は
じ
め
て
科
学
的
基
礎
の
上
に
据
え
ら
れ
た
大
河
内
一
男

第
八
十
四
批
評
】

第
一
弓



社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

氏
は
、
同
時
に
ま
た
社
会
保
険

r対
し
て
、
は
じ
め
て
土
れ
を
科
学
的
に

*心部

社
会
政
策
の
一
部
門
と
し
て
把
握
し
て
お
ら
れ
る
。

ホ
岸
本
英
太
郎
著
『
社
会
政
係
論
の
根
本
問
題
』
八
一
九
五

C
年〉

一
一
一
九
頁
。

本
来
前
述
の
如
く
、
伊
藤
氏
は
労
働
保
険
U

社
会
保
険
に
対
し
て
、

極
め
て
科
学
的
な
介
析
を
加
え
て
お
ら
れ
る
a

し
か
し
、
そ
の
分
析

は
、
十
分
に
は
理
論
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
分
野
の
開
拓
者

む
栄
誉
は
、
大
河
内
氏
に
呈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
如
〈
大
河
内
氏
は
、
社
会
政
策
を
、
「
労
働
h
H
の
保
全
」
銃

ー

i
資
本
制
経
済
の
順
当
な
再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
家
が
、
総

資
本
町
立
場
か
ら
、
個
別
資
本
の
乱
奪
愁
を
抑
制
し
て
、
生
産
要
素
た
る

*
 

『
労
働
力
』
を
確
保
・
保
全
す
る
政
策
ー
ー
と
規
定
し
、
そ
の
領
域
主
、

ω労
働
者
保
護
を
め
ぐ
る
社
会
政
策
、
と
ゆ
労
働
者
組
織
を
め
ぐ
る
社
会

*水

政
鋭
と
の
こ
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

本
大
河
内
著
、
前
掲
「
社
会
政
伸
取
り
基
本
問
題
」
指
四
章
。

キ
ネ
大
河
内
一
男
著
一
「
社
会
政
策
(
各
論
)
』
〈
一
九
五
心
年
〉
八
五
。

と
こ
ろ
で
、
「
労
働
者
は
常
に
必
ず
し
も
健
全
な
状
態
で
土
産
活
動
に

従
事
す
る
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
型
由
に
よ
っ
て
、
年
r正
行
程
か

ら
脱
落
し
、
モ
の
本
来
の
活
動
を
休
止
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

故
、
い
ま
『
労
働
力
」
に
対
す
る
保
全
な
り
位
町
長
な
り
が
、
産
業
社
会
総

体
に
と
っ
て
不
可
避
の
こ
し
乙
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
単
に
日
々
健
康
な
状

態
で
生
産
活
動
に
従
事
す
ゐ
場
合
の
「
労
倒
力
一
一
に
つ
い
て
の
み
で
な
く
、

第
八
十
四
巻

四

第
一
号

四

そ
の
隼
邑
行
程
か
ら
脱
落
し
、
そ
の
機
能
が
休
止
さ
れ
て
い
る
場
合
の

マ
労
働
力
』
に
つ
い
て
も
、
総
体
と
し
て
の
資
本
は
、
何
ら
か
の
形
で
そ

の
保
全
の
策
を
講
ず
る
の
で
な
い
限
り
、
正
し
い
意
味
で
資
本
が
『
労
働

*
 

力
-
を
確
保
し
た
と
は
い
え
な
い
」
わ
け
で
あ
る
が
、
か
よ
う
に
「
労
働

活
動
か
ら
脱
落
し
て
い
る
か
ぎ
り
の
『
労
働
力
』
を
、
総
体
と
し
て
の
資

本
の
立
場
に
お
い
て
培
養
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
社
会
が
そ
の
『
労
働

力
』
某
底
を
総
体
L
C
L
て
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
、
把
握
す
る
た
め
の
手

水
準段

」
こ
そ
が
社
会
政
策
に
他
な
ら
な
い
。

か
か
る
ヱ
意
味
に
お
い
て
、
社
会
保
険
は
、
社
会
政
策
の
第
一
の
領
域
た

*
*
*
 

る
「
労
働
者
保
誌
を
補
完

F
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
」

*
大
河
内
著
、
前
掲
『
各
論
』
一
凹
王
頁
。

ネ

*

同

右

一

五

一

1
二
頁
。

主

主

同

右

一

五

二

頁

。

か
〈
の
如
く
社
会
保
険
を
社
会
政
策
の
一
部
門
と

L
て
把
握
す
る
立
場

か
ら
は
、
当
然
、
「
労
働
者
以
外
の
一
般
の
少
額
所
得
者
、
中
小
商
工
業

者
や
小
農
民
の
如
き
旧
独
立
生
産
者
層
を
対
象
k
す
る
社
会
保
険
の
ご
と

き
」
も
の
、
例
え
ば
わ
が
国
の
国
民
健
康
保
険
は
、
「
決
し
て
木
来
社
会

保
険
ー
と
称
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
k
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」

本
大
河
内
署
、
前
掲
『
各
論
』
一
六
一
頁
。

大
河
内
氏
の
理
論
展
開
は
一
応
整
然
と
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
社
会
保

険
が
、
社
会
政
策
の
政
問
な
る
本
質
理
解
と
の
関
連
に
お
い
て
、
開
催
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
疾
病
保
険
、
災
害
保
険
や
失
業
保
険
の
経
済



学
的
世
義
は
、
右
の
型
論
じ
よ
り
十
分
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
養
老
保
険
や
廃
疾
年
金
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
六
河
内
氏
自
身
義
老
保
険
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
苦
し
い
説
明
を
し
て
お
ら
れ
る
。
「
老
ム
W
L
乙
い
う
事
態
は
一
つ
の
自
然

現
象
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
基
く
生
活
不
安
に
刻
し
て
は
、
原
議
社
会
は

直
接
何
ら
の
責
任
を
も
成
品
d
J

る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
」
る
。
従
っ
て

養
老
保
険
は
、
「
長
年
労
働
者
と
し
て
勤
務
し
た
も
の
が
、
老
後
に
至
っ

て
そ
の
生
活
に
不
安
を
感
ず
る
と
し
ζ

は
、
品
位
指
社
会
総
体
が
『
労
働
力
」

キ

を
安
全
に
把
握
す
る
の
で
な
い
と
い
よ
ソ
社
会
心
理
的
意
味
」
に
お
い
て
そ

の
存
在
意
義
を
有
し
て
い
る
に
す
ぎ
た
い
。
す
な
わ
ち
、
円
老
・
廃
保
険

は
純
然
た
る
社
会
的
救
凶
で
は
な
い
と
し
て
も
一
そ
れ
ら
の
効
県
は
「
間

わ
ば
あ
く
ま
で
労
働
者
心
担
的
ま
た
は
社
会
心
理
的
な
問
題
で
あ
っ

c
、

社
会
保
険
の
木
来
的
課
題
た
る
総
資
本
に
よ
る
産
業
労
働
力
の
培
養
と
確

氷
水

保
と
は
区
別
L
て
考
え
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
c
」

*
大
河
内
帯
、
前
掲
「
各
論
r

』
一
六
二
頁
、
侍
点
引
用
者
。

水
木
同
右
、
一
七
九
頁
。

か
く
て
、
大
河
内
氏
口
、
老
-
廃
保
険
を
社
会
楳
険
の
筒
暗
か
ら
追
政

さ
れ
る
に
宝
る
。
少
く
し
乙
も
、
そ
れ
が
社
会
保
険
た
る
所
似
を
説
明
す
る

こ
と
の
不
可
能
な
る
こ
色
白
宣
告
白
さ
れ
る
。
果
し
て
老
廃
保
険
は
社
会

保
険
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
書
プ
廃
保
険
が
ま
ぎ
れ
も
な
い
社

*
 

会
保
険
で
あ
る
主
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
丙
保
険
が
社
会
保
険
た
る
こ
と
を
説

明
し
得
な
い
大
河
内
理
論
は
、
そ
の
前
提
た
る
社
会
政
続
論
に
お
い
亡
誤

社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の

A

考
察

認
を
合
む
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
じ

*
周
知
の
如
く
、
隣
疾
保
険
は
一

λ
λ
0年
代
の
一
荏
の
ド
イ
ツ
社

会
保
険
制
度
の
梓
尾
を
飾
る
も
の
で
あ
り
、
こ

h
を
社
主
保
険
と
み

た
い
学
者
は
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
。

近
臨
文
二
氏
は
、
大
川
内
氏
と
全
く
同
一
の
立
場
に
立
っ
て
、
社
会
政

筑
を
労
働
刀
の
保
全
策
と
規
定
し
、
老
廃
保
険
に
対
し
て
も
こ
の
規
定

を
強
引
に
適
加
し
、
老
廃
保
険
の
「
本
質
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
労

*
 

働
力
内
保
全
育
成
」
に
あ
る
主
説
則
さ
れ
る
。

本
近
藤
文
二
背
寸
社
会
保
貯
」
〈
一
九
四
八
年
〉
二
五
二
頁

生
成
過
程
か
ら
、
乱
久
的
に
脱
落
し
た
労
働
者
に
対
ず
る
保
護
を
、
「
労

働
力
の
保
全
育
成
」
奴
と
よ
ぶ
こ
と
は
紘
め
て
無
理
で
あ
る
c

そ
れ
故

に
こ
そ
、
近
藤
氏
は
、
そ
の
「
保
合
育
成
」
は
「
間
接
的
で
あ
り
、
ま

た
将
来
的
で
」
あ
る
と
の
但
し
書
き
を
付
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か

し
「
間
接
仙
別
で
あ
り
、
将
来
的
で
」
あ
る
保
全
育
成
策
と
は
な

r
か。

労
働
方
保
全
の
内
容
を
こ
の
よ
う
に
拡
大
す
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
担
金

的
対
応
筑
が
こ
の
範
暗

r包
記
印
さ
れ
る
こ
と
L

乙
な
り
、
例
え
ば
国
民
健
康

保
険
平
生
話
料
開
諮
の
ご
k
き
も
の
も
社
会
政
策
と
呼
ば
ざ
る
を
得
な
く
な

る
で
あ
ろ
う
(
近
藤
氏
が
正
し
く
も
同
民
健
康
保
険
を
社
会
保
険
か
ら
排

除
し
て
お
ら
れ
る
こ
止
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
)
。

大
一
川
内
氏
に
よ
っ
て
展
制
さ
れ
た
社
会
政
策
日
労
働
力
保
全
前
を
、
あ

る
意
味
に
お
い
て
は
、
大
河
内
氏
そ
の
人
よ
り
も
む
し
ろ
純
粋
U

厳
密
に

保
持
し
て
お
ら
れ
る
近
藤
氏
は
、
以
上
の
如
く
岩
廃
保
険
を
あ
く
ま
で

第
八
十
同
巻

ii 

第

号

五:



社
会
開
険
概
念
に
つ
い
て
凸
一
考
察

も
労
働
力
保
全
策
と
し
て
説
明
し
て
指
ら
れ
る
が
、
こ
の
理
論
が
無
理
で

あ
る
こ
左
に
白
か
ら
気
肘
か
れ
た
た
め
、
次
の
如
き
祈
邑
的
説
明
を
加
え

ら
れ
る
。「

社
会
政
策
、
と
し
て
の
養
老
年
金
は
、
一
面
に
お
い
て
は
、
主
体
と

し
て
の
労
働
者
を
通
じ
て
、
手
の
老
後
に
何
ら
の
生
活
の
不
安
も
な
い

よ
う
に
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
心
理
的
に
一
つ
の
安
心
従
与
え
、

モ
れ

rよ
っ
て
労
働
力
を
十
二
分
に
発
陣
せ
し
め
る
こ
と
が
出
米
る
。

間
接
的
で
は
あ
る
が
、
労
働
力
の
保
全
に
役
立
つ
と
い
っ
て
も
よ
か
る

う。

L
か
も
、
資
本
制
社
会
を
前
提

ιす
る
場
合
に
お
い
て
、
養
老
年

金
制
口
、
実
は
、
労
働
市
場
か
ら
老
年
労
働
者
を
駆
逐
せ
じ
め
る
こ
と

に
よ
り
、
残
余
の
労
働
力
を
保
全
し
‘
以
て
資
木
主
義
の
発
展
を
遂
げ

し
め
ん
と
寸
る
役
目
を
さ
え
荷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
(
近
藤
著
、
前

掲
『
社
会
保
険
』
二
五
四
買
、
傍
点
引
用
者
。
)

右
の
引
用
文
の
前
半
は
、
大
河
内
氏
の
説
明
と
殆
ん
ど
同
一
で
あ
る
が
、

(
僅
か
な
が
ら
↑
二
ア
ン
ス
の
遣
い
が
あ
る
。
近
藤
氏
の
場
合
が
や
や
積

極
的
)
、
後
半
は
全
く
近
藤
氏
の
独
創
的
見
解
で
あ
る
。
労
働
巾
場
か
ら

老
年
労
働
者
(
し
か
も
、
五
五
歳
白
老
人
/
)
一
を
駆
逐
す
る
こ
、
と
が
残
余

の
労
働
力
を
保
全
す
る
こ
と
に
な
る

t
は
M
M

こ
り
論
法
で
ゆ
け
ば
、
失

業
者
の
帰
農
策
な
ど
は
立
派
な
社
会
政
策
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

社
会
政
策
ぞ
労
働
力
の
保
全
策
と
み
る
天
河
内
理
論
の
批
判
そ
の
も
の

は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
に
立
入
る
こ
と
は
差
し
ひ
か

え
る
こ
と
と

L
、
こ
こ
で
は
、
か
か
る
社
会
政
策
論
か
一
以
て
し
て
は
、

第
八
十
四
者

前

号

ー」ノ、

ノ、

老
・
廃
保
険
が
社
会
保
険
た
る
己
と
を
説
明
し
え
な
い
之
い
う
点
、
な
ら

び
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
討
会
保
険
が
明
ら
か
に
副
会
政
策
の
一
部

門
と
し
て
担
握
さ
れ
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
く
に
と
ど
め
よ
う
。

要
す
る
に
、
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
簡
単
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う

に
、
社
会
政
鉱
の
本
質
理
解
に
お
付
る
大
河
内
U

近
藤
理
論
の
欠
陥
は
、

社
会
保
険
ー
ー
と
く
に
老
・
廃
保
険
1
1
1
の
社
会
政
策
的
意
義
を
考
察
す

る
場
合
に
お
い
て
、
最
も
明
確
な
形
で
曝
露
さ
れ
る
こ
と
k
な
る
。

社
会
保
障
制
度
確
立
が
現
兵
の
課
題
と
な
り
、
社
会
保
険
の
社
会
政
策

的
意
義
に
対
す
る
王
し
い
理
解
が
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
ん
に
ち
、
わ
れ
わ

れ
は
、
改
め
て
大
河
内
理
論
の
終
需
を
宜
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

社
会
保
険
と
社
会
扶
助

1
J
4早
稲
理
論
と
社
会
保
険
|
|

こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
学
者
が
、
社
会
保
険
H
U

社
会
政
策
、
(
従
q

て
、
社
会
扶
助

1
社
会
事
業
〉
と
規
定
し
て
い
る
こ

*
 

と
に
対
て
、
孝
橋
正
一
氏
や
音
出
正
己
氏
は
異
論
を
唱
え
ら
れ
る
。

ネ
辛
橋
正
一
稿
「
国
家
扶
助
と
社
会
保
険
』
〈
社
会
問
題
研
究
・
第

六
巻
二
号
〉
六
頁
。

孝
橋
氏
に
よ
れ
ば
、
粁
会
保
険
は
社
会
政
策
に
固
有
な
も
の
で
は
な
い
。

社
会
保
険
は
社
会
政
策
の
方
法
子
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
社
会
事
業
白

水

方
法
手
段
と
し
て
も
利
用
せ
ら
れ
る
。
「
す
す
ん
で
い
え
ば
、
保
険
お
よ

び
扶
闘
の
技
術
的
手
段
は
、
社
会
政
策
及
び
社
会
事
業
の
い
ず
れ
に
よ
っ



*
*
 

て
も
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

*
豊
橋
一
稿
、
前
掲
論
文
、
二
一
頁
c

ネ

キ

同

右

一

四

頁

。

孝
橋
氏
は
、
こ
の
上
う
に
社
会
保
険
の
伝
統
的
概
念
を
大
胆
に
有

4

冠
さ

れ
る
に
当
り
、
そ
の
論
拠
を
大
体
次
白
四
つ
の
事
実
に
求
め
ら
れ
る
。

第
一
。

I
L
O
が
、
社
会
保
険
と
公
的
扶
助
と
の
区
別
の
基
準
を
(
対

象
の
相
違
や
雇
主
負
担
の
有
無
に
で
は
な
く
)
受
給
者
の
酷
出
の
有
無
に

*
 

求
め
て
い
る
と
い
う
事
実
。

第
二
。
わ
が
固
で
用
い
ら
れ
て
き
た
扶
助
と
い
う
「
用
語
お
よ
び
措
慣

が
、
か
な
ら
ず
し
も
、
生
活
凶
窮
者
の
救
済
事
業
の
分
野
に
だ
け
」
使
用

ポ
水

さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
歴
史
的
事
実
。

第
三
。
扶
助
と
い
う
概
念
が
必
ず
し
も
資
力
調
査
を
之
も
な
う
救
済
措

*
*
*
 

置
だ
け
を
恵
味
す
る
也
の
で
は
な
い
と
い
う
事
実
。

第
四
。
扶
助
、
と
保
険
と
の
区
別
を
そ
の
財
政
方
法
に
求
め
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
と
い
う
事
実
。

木
幸
楕
稿
、
前
掲
嗣
X
、
七
頁

d

山
本
*
同
右
九
頁
。

ホ

ホ

ホ

同

右

九

瓦

。

こ
の
孝
橋
氏
の
論
拠
は
、
か
な
り
独
断
的
で
あ
る
。
以
下
順
を
追
っ
て

批
判
を
試
み
よ
う
。

先
ず
第
一
の
点
に
つ
い
て
。

I
l
o
m一
右
の
規
定
は
、
訂
会
保
障
制
度

が
実
視
さ
れ
た
段
階
に
お
け
ゐ
そ
の
体
系
の
説
明
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の

社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

で
あ
る
。
し
た
が
っ

t
、
こ
こ
で
社
会
保
険
が
社
会
政
策
と
し
て
考
え
ら

れ
亡
い
な
い
と

L
て
も
、
か
か
る

I
L
O
の
解
説
書
を
以
て
、
数
十
記
の

学
問
的
伝
統
を
破
る
こ
と
は
無
冒
で
あ
る
。
し
か
も
、
社
会
保
障
制
度
は
、

キ

し
ば
し
ば
、
社
会
保
険
と
社
会
扶
助
と
の
統
合
主
呼
ば
れ
る
が
、
社
会
保

障
が
二
つ
の
救
済
策
の
単
な
る
寄
せ
集
め
に
「
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
社
会
保

障
な
る
新
ら
し
い
概
念
は
不
安
で
あ
る
。
社
会
保
険
お
よ
び
社
会
扶
助
と

い
う
従
来
の
救
済
策
が
社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し
て
融
合
せ
ら
れ
る
場

合
、
こ
れ
ら
二
つ
の
故
済
策
は
、
従
来
の
そ
れ
と
は
質
的
に
具
っ
た
も
の

キ
*

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
孝
橋
氏
が
社
会
保
険
で
意
味
し
よ
う
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
の
調
わ
ば
化
学
的
反
応
を
経
た
社
会
保
険
の
こ
と
で
あ
る
。

キ
水
準

と
こ
ろ
が
、
わ
が
闘
に
は
ま
だ
社
会
保
障
制
度
は
確
立
き
れ
て
い
な
い
。

理
論
の
先
走
り
は
無
意
味
で
あ
り
有
害
で
さ
え
め
る
。
と
い
う
の
は
、
わ

れ
わ
れ
は
、
従
来
り
社
会
保
険
の
経
済
学
的
意
義
を
明
確
化
す
る
こ
と
に

よ
り
は
じ
め
て
、
社
会
保
障
制
度
下
に
お
け
る
社
会
保
険
の
意
義
を
も
理

解
す
る
こ
と
が
出
米
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
こ
》
」
は
、
社
会
保
障

制
度
そ
の
も
の
の
科
学
的
窓
義
を
把
握
す
る
上
に
お
い
て
、
決
定
的
に
重

要
な
芯
義
を
有
し
て
い
る
ロ

社
会
保
障
年
鑑
目
一
九
五
二
年
嵐
、
一
一
頁
。

ホ
キ
近
藤
文
二
稿
『
日
本
に
お
け
る
医
療
保
障
制
度
の
成
立
』
〈
経
済

学
雑
誌
第
ニ
一
八
巻
-
第
二
号
〉
二
凹
頁

G

由
工
令
市

ζ

の
点
に
関
し
て
は
、
日
左
ん

E
す
べ
て
の
論
者
の
見
解
が
一

致
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
田
氏
の
前
掲
『
社
会
叫
障
研
究
L

二
四

オド

第
八
l
四
巻

七

第

ヲジ

一じ



社
会
恨
険
概
必
に
つ
い
て
の
一
考
察

同
T

氏。

つ
ぎ
に
第
二
の
点
に
つ
い
て
。
「
扶
助
」
と
い
う
こ
と
ぽ
が
、
と
く
に

わ
が
固
に
お
い
て
、
生
活
困
窮
者
ハ
す
な
わ
ち
社
会
扶
助
)
の
分
野
の
み

な
ら
ず
、
労
働
者
保
護

1
社
会
政
策
の
分
野
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
、
祉
聞
か
に
挙
橋
氏
が
指
摘
き
れ
る
通
り
で
あ
る
。
孝
橋
氏
が
列

挙
さ
れ
る
鉱
業
法
、
鉱
夫
労
役
扶
助
見
則
さ
ら
に
は
労
働
者
災
害
扶
助
法

等
々
に
お
け
る
一
胞
主
の
扶
叫
が
、
労
働
者
保
護
日
社
会
政
筑
主
し
て
の
本

質
を
有
し
て
い
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
ご
で
「
扶
則
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
、
本
来
は
雇
主
の
民
拝
梢
悦
H
H
賠
償
と
呼
ば
れ

ネ

る
べ
き
も
の
が
、
わ
が
国
社
会
政
筑
の
前
近
代
的
諮
山
山
政
策
的
汗
曲
の
た

め
に
.
「
扶
助
」
と
い
う
い
か
に
も
怒
点
的
恩
情
的
な
名
称
で
呼
ば
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い

(
V

す
な
わ
b
、
こ
れ
ら
の
一
扶
胡
」
は
、
わ
れ
わ
れ
が

道
代
的
社
会
事
業
に
お
け
る
社
会
扶
助
と
し
て
こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る

*
*
 

も
の
と
は
全
く
そ
の
本
質
を
異
に
寸
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社

会
政
策
と
し
て
の
労
働
者
保
護
策
が
、
た
ま
た
ま
「
扶
助
」
の
名
で
呼
ば

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
孝
橋
氏
。
ご
と
く
、
扶
叫

1
社
会
扶
助
も
ま
た
、

*
*
本

社
会
政
策
。
手
段
と
な
ワ
う
る
、
シ
」
主
張
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

*
わ
が
国
心
社
会
政
筑
が
、
「
わ
が
国
古
米
の
醇
風
美
俗
た
る
主
従

間
係
に
も
と
づ
く
一
-
議
忠
』
政
策
主
張
者
」
に
よ
り
、

zh
附
さ
れ
て
き

た
こ
と
に

A

つ
い
て
は
、
周
知
の
如
く
、
凧
平
八
十
二
氏
の
「
日
本
社

会
政
策
史
」
ハ
一
九
三
七
年
〉
六
J
九
民
や
、
大
河
内
氏
の
前
抱
一
基

本
同
組
L

一
七
心
?
二
九
五
一
氏
、
三
七
二

l
六
頁
洋
々
に
お
い

τ、

第
八
十
四
巻

ノ¥

第
一
丘

ノ、

鋭
い
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

*
水
近
藤
稿
、
前
掲
論
文
、
五
五
。

ま
工
干
し
か
し
、
こ
の
ご
と
は
、
本
来
社
会
政
慌
で
対
処
す
べ
き
問
題

が
、
社
会
扶
助
を
以
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
を
汗
定

ず
芯
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

ι
の
場
合
に
は
そ
れ
は
も
は
や
社

会
政
策
で
は
な
く
、
社
会
政
策
の
杭
伎
と
し
て
の
扶
助
H
H
諮
商
品
で
あ

る
(
風
早
著
、
前
掲
謀
、
一
一
九
耳
)
。
社
全
政
策
と
社
会
事
業
と
の

相
違
を
、
対
応
。
形
描
に
お
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
対
象
が
背
れ
っ

て
い
る
説
姐
0
種
類
に
求
め
ら
れ
る
草
橋
氏
に
と
っ
亡
泊
、
こ
の
こ

と
は
珂
解
し
難
い
こ
と
で
あ
ろ
う
が
。

次
に
第
三
の
点
、
す
な
わ
ち
社
会
扶
助
と
資
力
調
査
と
の
関
係
に
つ
い

て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
幸
橋
氏
が
両
者
の
結
び
つ
き
を
否
定
さ
れ

る
第
一
の
根
拠
は
、
本
来
口
組
王
白
災
害
補
償
と
呼
ぶ
べ
き
「
扶
叫
」
を
担

会
扶
助
ー
に
混
同
す
る
と
い
う
誤
り
か
ら
生
れ
て
い
る
。
一
一
官
主
の
災
害
補
償

と
し
て
支
給
さ
れ
る
「
扶
助
」
が
資
力
調
査
を
と
も
な
わ
な
い
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
色
か
ら
社
会
扶
助
は
必
ず
し
も
資
力
調
丘

を
必
要
lr
し
な
い
と
い
う
結
論
は
生
じ
え
な
い
。

第
二
に
、
孝
橋
氏
は
、
個
々
人
に
対
す
る
佃
川
的
対
応
策
k
し
て
の
社

会
扶
助
(
例
え
ば
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
〕
を
集
凶
的
対
応
筑
た
る

一
赦
的
サ

1
グ
ィ
ス
と
を
予
と
も
に
討
会
扶
助
の
概
念
に
包
探
せ
し
め
る
こ

水

と
に
よ
勺
て
社
会
扶
助
主
資
刀
調
査
と
の
不
司
避
的
結
び
つ
き
を
否
定
し

て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
般
福
祉
サ

1
ヴ
ィ
ス
は
こ
れ
を
社
会
扶
助
慨



念
か
ら
排
除
し
な
い
ま
で
も
、
少
く
と
も
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
問
題
に

し
て
い
る
社
会
扶
助
之
は
一
応
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
な
わ
ち
、
扶
助
(
社
会
扶
防
)
を
厳
密
な
意
味
で
の
社
会
扶
助
主
一
般

福
社
サ
l
ヴ
ィ
ス
主
に
区
別
す
れ
ば
、
孝
橋
氏
も
社
会
扶
助
と
資
力
調
査

キ
水

と
の
不
可
避
的
結
び
つ
き
を
承
認
せ
ぜ
る
を
得
な
い
。

*
「
拡
助
の
近
代
的
概
ノ
品
の
な
か
に
は
、
単
に
生
活
問
窮
者
に
対
す

る
最
低
限
生
活
の
保
障
以
ヒ
に
、
国
民
大
来
に
お
け
る
生
活
上
の
社

会
的
必
要
の
不
充
足
目
不
完
全
充
足
に
対
応
す
る
一
連
の
社
会
的
保

障
の
措
置
力
法
が
ふ
く
め
て
意
味
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
J
う
な
社

会
的
措
置
は
な
ん
ら
か
の
援
護
的
措
置
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
に
、

そ
の
資
格
や
条
件
の
一
切
を
と
わ
な
い
で
、
無
償
・
怪
費
な
い
し
実

費
で
、
各
種
の
施
設
、
設
備
、
知
識
、
技
龍
、
労
務
壬
の
他
必
要
な

も
の
を
提
供
す
る
サ
i
グ
ィ
ス
の
用
語
秒
も
っ
て
把
恒
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
資
力
調
査
を
k
も
な
う
生
活
扶
助
ー
と
同
じ
社

会
的
領
域
ヤ
系
列
で
の
事
件
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
サ

l
ヴ
ィ
ス
は
扶

叫
か
ら
独
立
。
概
念
的
範
時
を
形
成
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む

し
ろ
扶
助
。
一
形
態
と
み
と
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
充
分
な
恨

拠
が
あ
る
の
」

そ
し
て
、
か
か
る
一
般
的
福
祉
サ
l
ヴ
ィ
ス
の
実
例
と
し
て
は
、

「
公
立
お
よ
び
実
費
の
病
院
や
診
療
所
、
結
楼
お
よ
び
性
病
の
穣
養

所
や
治
高
官
械
関
、
母
件
お
よ
び
児
苦
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
学
童
保
健
サ

ー
ヴ
ィ
ス
、
身
体
障
書
者
そ
の
他
の
た
め
D
補
導
お
よ
び
喧
生
指
導

社
会
開
険
概
念
に
つ
い

t
の
一
考
察

機
関
、
出
小
産
業
者
や
労
働
者
の
た
め
の
金
融
機
関
や
各
種
の
伺
祉

的
サ
l
ヴ
ィ
ス
」
が
あ
る
寸
と
さ
れ
る
つ
ヰ
橋
稿
、
前
掲
論
文
、
九

l

一O
頁)。

こ
れ
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
一
般
福
祉
サ

I
グ
ィ
ス
が
資
力
調
査
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
は
孝
橋
氏
の
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
厳
簡
た
る
意
味
で
の
社
会
扶
助
と
混
同
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ

に
は
実
に
奇
妙
に
感
ぜ
ら
れ
る

P

こ
れ
ら
の
一
舷
サ
l
ウ
ィ
ス
、
例

え
ば
公
立
病
院
や
学
童
保
健
サ
l
グ
ィ
ス
は
、
「
な
ん
ら
か
の
援
護

的
措
置
を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
」
之
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
民

す
ぺ
て
の
人
々
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ロ
こ
の
場
合
、
対
応
方

式
の
差
異
(
厳
密
な
意
味
で
の
社
会
扶
由
は
個
別
的
だ
が
、
一
放
的

サ
l
ヴ
ィ
ス
は
集
団
的
)
な
ら
び
に
資
力
調
主
白
有
無
(
前
者
で
は

資
力
調
査
が
不
可
欠
だ
が
、
後
者
で
は
不
必
要
)

L

と
い
う
事
情
は
、

む
し
ろ
ト
の
二
つ
の
対
応
策
が
同
一
範
岬
で
律
す
べ
き
で
は
な
い
こ

と
を
暗
示
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

zー
し
か
し
な
が
ら
扶
助
の
梗
念
を
あ
る
一
定
町
長
件
の
も
と
に
た

つ
社
会
的
人
問
。
救
済
措
置
に
限
定
す
る
な
ら
(
全
く
賛
成
だ

l
l

引
用
者
)
扶
助
の
慨
急
内
容
に
資
力
調
査
は
不
可
矢
田
条
件
と
し
て

と
り
い
れ
ら
礼
る
」
(
孝
橋
稿
、
前
掲
論
文
、
一

O
頁〕

最
後
に
第
回
目
白
川
に
つ
い
て
。
孝
橋
氏
は
「
扶
助
、
と
保
険
と
の
区
別
を

そ
の
財
政
方
法
の
相
違
に
も
主
出
、
前
者
が
租
税
に
よ
っ
て
、
後
者
が
醸

出
に
よ
ラ
て
ま
か
な
わ
れ
る
と
い
う
形
式
的
見
解
は
、
社
会
保
険
に
お
い

第
八
十
四
巻

九

第
一
号

九



社
全
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

て
は
そ
の
財
政
の
あ
る
部
分
を
な
ん
ら
か
の
形
式
で
国
家
が
負
担
し
、
そ

れ
は
租
税
に
よ
っ
て
つ
ぐ
な
わ
れ
る
、
と
い
う
事
実
を
み
る
な
ら
、
す
く
に

*
 

崩
壊
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
」
之
批
判
さ
れ
る
。

こ
れ
は
孝
橋
氏
の
完
全
な
誤
解
で
あ
る
。
社
会
保
険
と
社
会
扶
助
主
の

財
政
的
方
法
の
決
定
的
栢
違
は
、
醜
出
と
租
税
、
と
の
相
違
に
で
は
な
く
、

*ネ

資
本
家
の
直
接
的
負
担
の
有
無
に
あ
る
。

社
会
政
策
官
、
労
働
力
の
価
値
収
奪
に
対
す
る
、
国
家
権
力
を
通
じ
て

の
、
抑
制
緩
和
策
と
規
定
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
な
ん
ら
か
の
形
に
お
け

る
資
本
の
負
担
l
譲
歩
を
伴
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

*
辛
楠
稿
、
前
掲
論
文
、
一
一
頁
。

*
*
孝
橋
氏
は
、
少
な
く
と
も
労
働
者
を
被
保
険
者
ー
と
す
る
社
会
保

険
が
資
本
家
の
直
接
的
負
担
を
伴
な
う
こ
と
を
熟
知
し
て
お
ら
れ
る

(
後
掲
引
用
文
春
照
)
。
し
か
し
、
本
橋
理
論
に
お
け
る
価
値
視
点
欠

如
の
た
め
、
と
り
こ
と
の
重
要
性
は
、
孝
橋
氏
に
よ
っ
て
は
全
〈
自

覚
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

従
っ
て
、
例
え
ぽ
、
一
九
三
一
一
年
の
イ
ギ
リ
ス
失
業
保
険
に
お
け
る
過

渡
的
支
払
い
は
、
孝
橋
氏
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
「
社
会
政
策
の
方
法
に

お
け
る
保
険
か
ら
扶
助
へ
の
転
化
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会
保
険
か
ら

ホ
ホ

失
業
扶
助
(
社
会
扶
助
)
へ
の
転
落
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
「
一
賢
治
」
白
官
後
に
、
扶
助
概
念
。
発
展
的

変
化

1
1従
来
の
一
力
的
U

無
権
利
的
扶
助
か
ら
、
労
働
者
の
権
利
と
し

て
む
扶
助
ヘ
l
|』
が
横
た
わ
っ
て
い
る
子
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
十
四
巻

第
一
号

四
0 

四。

か
か
る
扶
助
概
念
の
変
化
こ
そ
社
会
保
障
制
度
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
社
会
保
険
と
社
会
扶
助
と
の
単
な
る
寄
せ
集
め
で
は
な
い
こ

之
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
、
こ
の
「
転
落
」

左
「
発
展
」
と
の
二
つ
の
側
面
は
、
孝
橋
氏
に
よ
っ
て
は
認
識
さ
れ
る
こ

之
が
な
く
、
そ
れ
は
転
落
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

本
孝
橋
稿
、
前
掲
論
文
、
一
四
買
、
傍
点
引
用
者
。

水
準
近
藤
稿
、
前
樋
論
文
。

回
民
健
康
保
険
は
、
本
来
の
社
会
保
険
で
も
単
な
る
社
会
事
業

(
社
会
扶
助
)
で
も
な
く
、
社
会
保
障
の
崩
芽
で
あ
る
こ
し
ζ

を
論
ぜ

ら
れ
た
近
藤
氏
の
こ
の
前
正
は
、
孝
橋
氏
の
説
諭
に
制
す
る
秀
れ
た

批
判
で
あ
る
。
た
だ
、
イ
ギ
リ
ス
失
業
保
険
の
過
渡
的
結
付
に
つ
い

て
の
説
明
は
、
十
分
納
得
的
で
は
な
い
。

近
藤
氏
は
、
「
わ
た
く
し
は
、
大
岡
内
一
男
民
の
ご
と
く
、
社
会

政
策
と
社
会
事
業
と
の
相
異
を
単
に
そ
の
対
象
の
相
具
に
の
み
求
め

よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
弁
僻
き
れ
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ

ス
失
業
扶
助
は
、
「
確
か
に
労
働
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
時
的
で
は
あ
る
と
し
て
も
寸
被
救
伽
的
な
労
働
者
」

に
対
す
る
国
家
扶
助
と
し
て
行
わ
れ
た
と
み
る
べ
主
で
あ
る
」
之
述

べ
b
れ
る
(
近
肱
稿
、
前
掲
論
文
、
六
l
b
頁)。

社
会
政
策
を
労
働
力
の
怯
全
策
と
規
定
す
る
近
藤
氏
の
立
場
カ
ら
、

失
業
保
険
と
生
業
扶
助
(
過
渡
的
支
払
)
と
の
本
質
的
差
異
を
説
明

す
る
こ
と
は
、
確
か
に
困
難
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
、
前



者
は
労
働
力
保
全
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
後
者
は
姑
ら
ず
と

主
張
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
イ
ギ
リ
ス
失
業

保
険
の
変
仙
は
、
「
社
会
政
能
の
方
法
に
お
け
る
保
険
か
ら
扶
助
へ

の
転
化
で
あ
る
」
と
の
批
判
を
安
ら
ざ
る
を
え
な
い
一
つ
の
弱
点
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。
か
か
る
批
判
を
針
ず
る
道
は
た
だ
一
つ
し
か
な

い
。
す
な
わ
ち
社
会
保
険
(
失
業
保
険
)
と
社
会
扶
助
(
失
業
扶
助
)

と
り
相
違
を
、
資
本
の
直
接
的
負
担
の
有
無
に
求
め
、
資
本
の
直
接

的
負
担
を
と
も
た
う
も
の
の
み
を
社
会
政
策
と
規
定
す
る
こ
ー
と
で
あ

る。
し
か
る
に
近
藤
氏
は
、
前
掲
引
用
文
に
み
ら
れ
る
如
く
、
社
主
政

策
と
社
会
ー
一
品
業
の
相
遣
を
そ
の
対
象
の
種
担
に
求
め
つ
つ
、
過
渡
的

支
払
は
「
一
時
的
で
は
あ
る
し
と
し
て
も
『
被
救
岨
的
な
労
働
者
』
に
対

す
る
国
家
扶
助
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
社
会
政
策
で
は
な
い
と
主

張
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
内
〔
「
被
救
岨
的
な
労
働
者
」
に
顛
落
し
た
か

ら
国
家
扶
助
が
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
之
、
む
し
ろ
反
対
に
、
国

軍
扶
助
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
、
彼
等
を
「
被
故
岨
的

な
労
働
者
」
と
し
て
現
象
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
)
こ
れ
で
は
、
「
札

会
事
業
の
対
象
は
被
故
岨
的
窮
民
で
あ
る
と
い
う
あ
の
伝
統
的
な
」

見
解
の
蒐
服
を
そ
の
研
究
課
題
と
し
て
お
ら
れ
る
孝
橋
氏
を
説
得
す

る
に
は
不
有
分
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
が
一
通
じ
て
、
社
会
保
険
の
み
な
ら
ず
社
会
扶
則
も
ま
た
社

会
政
策
の
手
段
た
り
う
る
と
の
孝
橋
氏
の
所
論
が
、
い
か
に
批
判
に
耐
え

社
会
保
険
概
念
に
つ
い
て
の
一
考
察

え
な
い
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。

孝
橋
氏
が
、
社
会
保
険
と
社
会
扶
助
と
を
と
も
に
、
社
会
政
位
取
の
手
段

と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
失
業
保
険

に
お
け
る
過
渡
的
支
払
を
「
社
会
政
策
の
方
法
に
お
け
る
保
険
か
ら
扶
助

へ
白
ー
転
落
で
あ
る
」
と
断
ぜ
ら
れ
る
の
は
、
近
藤
氏
の
言
わ
れ
る
が
ご
と

く
、
孝
橋
氏
が
「
イ
ギ
リ
ス
失
業
保
険
の
転
化
形
態
を
十
分
に
理
解
さ
れ

*
 

てい
γ

な
い
た
め
の
誤
解
L

に
の
み
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
原
因
は
も
っ

と
深
く
根
本
的
な
と
乙
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
孝

橋
氏
が
、
社
会
政
策
と
社
会
事
業
主
の
相
違
を
、
そ
の
対
応
の
形
態
に
お

い
て
で
は
な
く
、
そ
り
対
象
が
背
負
っ
て
い
る
社
会
的
課
題
の
相
違
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る
。
来
橋
氏
に
よ
わ
ば
、
社
会
の
基
底
的

H
H
本
質
的
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
失
業
者
に
対
す
る
救
済
は
、
保
険
ー
と
い

う
形
態
を
と
る
に
せ
よ
扶
助
之
い
う
形
態
を
と
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
す
べ

て
社
会
政
策
と
い
う
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
び
た
び
指
摘
し
た

本
氷

よ
う
に
、
か
か
る
論
理
を
以
て
し
て
は
、
「
産
業
負
担
か
ら
国
庫
負
担
へ
」

の
転
化
、
す
な
わ
ち
、
社
会
政
策
(
社
会
保
険
)
か
ら
社
会
保
障
へ
の
移

行
の
経
済
学
的
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
現
に
、
章
橋

*
*
*
 

民
は
「
社
会
保
障
は
独
占
資
本
主
義
の
社
会
政
策
そ
の
も
の
」
で
あ
る
と

み
な
し
、
両
者
の
聞
に
横
士
わ
っ
て
い
る
質
的
相
違
を
完
全
に
無
視
し
て

お
ら
れ
る
。

近
藤
稿
、
前
掲
論
士
、
四
頁
。

*
*
孝
橋
稿
、
前
掲
論
文
、
一
二
弓

* 

鵠
八
十
四
巻

第

号

四

回



社
会
保
険
概
怠
に
つ
い
て
の
一
考
察

本
水
木
孝
楠
稿
一
社
会
政
保
理
論
の
反
省
と
批
問
中
八
社
会
問
題
研
究

第
七
巻
第
一
口
号
V

二
五
頁
。

む

ム
ヨ

び

社
会
保
険
が
、
し
ば
し
ば
、
被
用
労
働
者
の
み
な
ら
ず
、
独
立
労
働
者

中
自
営
業
者
を
含
む
低
額
所
得
者
の
一
生
活
安
定
策
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き

た
こ
と
は
確
か
に
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
政
筑
や
社
会
保
険
に
対

寸
る
経
済
学
的
拘
討
が
.
な
に
よ
り
も
価
値
祝
点
か
ら
の
分
析
を
中
心
と

し
て
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
被
用
労
働
者
と
自
営
業
省

と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
社
会
的
対
応
践
を
、
そ
の
外
見
の
類
似
の
ゆ
え

に
混
同
す
る
こ
主
は
、
経
済
学
的
分
析
を
白
か
ら
放
棄
寸
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。

か
か
る
態
度
か
ら
は
、
労
働
者
の
自
助
的
組
識
た
る
共
済
組
合
と
労
働

保
険
l
社
会
保
険
の
質
的
差
呉
を
見
出
寸
こ
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

従
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
価
値
視
点
か
ら
一
社
会
保
険
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、

従
来
ひ
と
し
く
社
会
保
険
の
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
を
、
少
く
と
も

二
つ
の
範
唱
に
陵
別
ず
べ
き
で
あ
る
。
第
一
の
も
の
は
、
謂
わ
ば
本
来
的

な
社
会
保
険
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
前
世
紀
八

0
年
代
の
ド
イ

ツ
に
お
い
て
誕
生
し
た
賃
金
労
働
者
階
級
を
対
象
と
す
る
社
会
保
険
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
の
譲
歩

1
労
蹴
力
の
侃
旭
川
帆
奪
に
対
す
為
抑
制
策

と
し
て
の
労
働
保
険
U

社
会
保
険
。
既
述
の
ご
と
く
、
こ
の
制
度
の
本
質

理
解
は
、
当
初
、
不
充
分
で
は
あ
フ
た
が
、
既
に
当
時
、
或
る
論
者
に
よ

第
八
十
四
巻

四

第
一
号

区日

つ
て
は
そ
の
本
質
が
鋭
く
看
破
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
多
く
の
論
者
は
、
無

意
識
的
に
せ
よ
、
そ
れ
を
か
か
る
も
の
k
し
て
受
け
と
め
て
い
た
。

第
二
の
範
山
崎
に
入
る
べ
き
も
の
は
、
そ
の
外
見
や
社
会
的
機
能
は
第
一

の
意
味
で
の
社
会
保
険
と
甑
め
て
類
似
し
て
い
る
が
、
そ
の
経
済
学
的
本

質
は
全
く
員
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

こ
で
は
、
価
値
収
奪
、
従
っ
て
剰
余

価
値
自
問
題
や
そ
れ
が
資
本
の
運
動
H
H
蓄
結
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
直
接
的

な
形
で
は
介
在
し
て
こ
な
い
。
た
た
、
保
険
料
と
し
て
集
め
ら
れ
た
資
金

が
資
本
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
意
味
で
副
次
的
な
経
済
的
意
義
を
有
す

る
の
み
で
あ
る
。
繰
り
返
し
て
述
べ
れ
ば
、
と
こ
で
は
、
賃
金
労
働
者
に

対
す
る
社
会
保
険
技
術
が
、
賃
金
労
働
者
と
同
じ
よ
う
な
社
会
的
立
場
に

あ
る
独
立
労
働
者
や
自
営
業
者
そ
の
他
の
国
民
大
衆
に
対
し
て
も
、
準
川

さ
れ
士
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。

こ
の
第
二
の
範
鴫
の

EZ保
険
、
例
え
ば
わ
が
国
の
国
民
健
康
保
険
は
、

京
来
の
社
会
保
険
で
も
な
く
、
社
会
扶
助
で
も
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い

て
討
会
保
障
制
度
の
萌
芽
1

|極
め
て
小
さ
な
謂
わ
ば
土
展
中
の
芽

水

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

ホ
近
藤
稿
、
前
掲
論
文
、
二
八
頁
。

し
か

L
、
国
民
健
康
保
険
発
中
の
基
礎
と
し
て
種
々
の
背
要
因
が
考
え

ら
れ
う
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
が
闘
の
国
民
健
康
保

険
を
、
木
来
な
ら
ば
当
然
社
会
扶
功
に
よ
る
救
済
の
対
象

ιな
る
べ
き
人

々
が
、
国
家
リ
社
会
の
財
政
的
忌
避
の
た
め
、
白
か
ら
そ
の
費
用
を
賄
う

こ
と
を
強
制
さ
れ
た
制
度
だ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
る
う
か
。



わ
が
国
の
同
氏
健
康
保
険
の
歴
史
は
、
か
か
る
偏
見
を
払
拭
す
る

ιと
は

不
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
社
会
政
策
中
社
会
事

業

1
社
会
扶
助
、
総
じ
て
社
会
的
救
済
制
度
が
著
し
〈
立
遅
れ
て
い
る
わ

が
国
に
お
い
て
、
(
そ
の
立
遅
れ
の
故
に
)
二

O
年
も
以
前
に
、
今
日
な

お
確
立
さ
れ
て
い
な
い
社
会
保
障
制
度
白
駒
山
片
山
山
見
出
さ
れ
る
と
い
う
珍

現
象
が
生
じ
与
え
た
わ
け
で
あ
る
。

あ

カミ

き

2と

木
稿
は
、
昨
夏
、
口
木
社
会
保
険
思
想
史
へ
の
メ
モ
v

と
し
て
書
き
主

ど
め
て
い
た
も
O
に
若
干
の
手
を
加
え
た
も
唱
で
あ
る
。
そ
の
九
め
、

論
理
の
肢
聞
に
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
一

応
こ
の
支
主
公
表
す
る
こ
主
に
し
た
。

伝
え
附
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
学
橋
量
生
は
、
現
在
病
気
御
療
養
中

ι
か。

4
1
橋
理
論
批
判
乞
持
る
に
当
り
、
先
ぺ
一
り
御
回
復
の
日
の
一
日

も
早
が
ら
ん
ζ

と
を
切
に
御
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

(
一
九
五
九
、
四
、
一
九
〕

社
ム
吉
山
内
山
間
企
に
つ
い
て
の
一
考
察

第
入
十
四
巷

四

士有

巧

凶


